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京都府ＰＴＡ協議会

三行詩カレンダー発行に寄せて
第1回「府PTA三行詩募集」実施事項

　日頃より、府PTAの家庭教育委員会の活動にご協力いただきありがとうござい
ます。
　さて、日本PTAの「楽しい子育て全国キャンペーン～家庭で話そう！我が家の
ルール･家族のきずな･命の大切さ～三行詩募集」への推薦作品の選考も兼ねた、
府PTA独自の三行詩コンクールを今回初めて“第１回「府ＰＴＡ三行詩募集」”
として実施したところ、本当に多くの子ども達や保護者の皆様方からのご応募が
あり心より感謝申し上げます。
　「我が家のルール」「家族のきずな」［命の大切さ」等のテーマを基に作成い
ただいた作品は、その全てに、家族や親子の普段の何気ない情景が克明に頭に浮
かび、私自身、家族の温もりを感じたり、笑顔になったり、時には涙が出そうに
なったり・・・、とにかく感動してしまいました。
　本来ならば、全ての作品をご紹介したいのですが、審査員が特に感銘を受けた
作品を小学生の部、中学生の部、一般の部の中から、各賞として選考させて頂き、
カレンダーにさせていただきました。
　今後も、普段の家族の光景などを作品として応募いただければと願っています。
と同時に、全ての原点であります「家庭教育」の一層の向上等を目指して参りま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

京都府ＰＴＡ協議会 会長　荒木　真

　平素は、京都府ＰＴＡ協議会の活動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうござ
います。
　この度は、「家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ」三
行詩募集に多数のご応募をいただき心より感謝申し上げます。
昨今、子どもを取り巻く環境が厳しさを増しているなかで、親子のきずなが何よ
り大切であると感じます。この三行詩募集をとおして、家族のコミュニケーショ
ンを見直し、大人と子どもが共に育つため、家族で話し合う機会の一助にしてい
ただければ幸いです。
　多数の素晴らしい作品、ありがとうございました。

京都府ＰＴＡ協議会 家庭教育委員長　天野　俊宏

(兼日本PTA全国協議会・文部科学省共催三行詩募集第一次選考)
１．主　催　京都府PTA協議会
２．後　援　京都府教育委員会
３．趣　旨
　（１）家庭教育・命の大切さをテーマとした「三行詩」の募集を通じて、子育
　　ての楽しさを啓発する。
　（２）「楽しい子育て全国キャンベーン～家庭で話そう!我が家のルール・家族
　　のきずな・命の大切さ～三行詩募集」（公益社団法人日本PTA全国協議会　
　　・文部科学省共催）への推薦作品を選考する。
４．募集対象・部門
　（１）府内の公立学校に在籍する小学生・中学生及びその家族・教職員
　（２）部門…①小学生の部 ②中学生の部 ③一般（保護者・家族・教職員）の部
５．募集の方法
　（１）郡市連PTA事務局より、単位PTAに案内を送付し、増し刷りと各家庭へ
　　　の配布を依頼する。
　（２）府PTAホームページにて周知する。
６．募集作品
　（１）「我が家のルール」「家族のきずな」「命の大切さ」等のテーマに沿っ
　　　た三行程度の短い詩。
７．応募方法
　　配布する応募用紙に必要事項を記入して、単位PTAの教頭先生に提出→郡市
　連PTA事務局に提出→府PTA事務局に提出。
８．募集期間
　　平成２７年７月１日（水）～平成２７年９月７日（月）
９．選　考
　（１）選考委員会（府教委社会教育主事、府PTA役員・理事）で選考する。
　（２）選考数…各部門から、各５点
10．選考基準
　　京都府教育委員会教育長賞…各部門各１点
　　京都府PTA協議会会長賞…　〃　各１点
　　京都府PTA協議会奨励賞…　〃　各３点
　　「テーマ」をよく表し、心に響く「三行詩」であるか。
11．発表並びに表彰
　（１）入選作品の発表は、府PTAホームページ上で行う。
　（２）入選作品は、「府PTAだより」２４号（来春発行）に掲載する。
　（３）表彰式を２月１３日（土）に亀岡市で行い、賞状と記念品を贈る。
12．日P三行詩応募への推薦
　　府PTA入選作品を、日P三行詩募集への推薦作品とする。
13．その他
　（１）入選作品は、啓発カレンダー等に活用する。
　（２）日P三行詩募集との関係から、９月１０日迄の応募も受け付ける。
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三行詩カレンダー発行に寄せて 第1回「府PTA三行詩募集」実施事項

　日頃より、府PTAの家庭教育委員会の活動にご協力いただきありがとうござい
ます。
　さて、日本PTAの「楽しい子育て全国キャンペーン～家庭で話そう！我が家の
ルール･家族のきずな･命の大切さ～三行詩募集」への推薦作品の選考も兼ねた、
府PTA独自の三行詩コンクールを今回初めて“第１回「府ＰＴＡ三行詩募集」”
として実施したところ、本当に多くの子ども達や保護者の皆様方からのご応募が
あり心より感謝申し上げます。
　「我が家のルール」「家族のきずな」［命の大切さ」等のテーマを基に作成い
ただいた作品は、その全てに、家族や親子の普段の何気ない情景が克明に頭に浮
かび、私自身、家族の温もりを感じたり、笑顔になったり、時には涙が出そうに
なったり・・・、とにかく感動してしまいました。
　本来ならば、全ての作品をご紹介したいのですが、審査員が特に感銘を受けた
作品を小学生の部、中学生の部、一般の部の中から、各賞として選考させて頂き、
カレンダーにさせていただきました。
　今後も、普段の家族の光景などを作品として応募いただければと願っています。
と同時に、全ての原点であります「家庭教育」の一層の向上等を目指して参りま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

京都府ＰＴＡ協議会 会長　荒木　真

　平素は、京都府ＰＴＡ協議会の活動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうござ
います。
　この度は、「家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ」三
行詩募集に多数のご応募をいただき心より感謝申し上げます。
昨今、子どもを取り巻く環境が厳しさを増しているなかで、親子のきずなが何よ
り大切であると感じます。この三行詩募集をとおして、家族のコミュニケーショ
ンを見直し、大人と子どもが共に育つため、家族で話し合う機会の一助にしてい
ただければ幸いです。
　多数の素晴らしい作品、ありがとうございました。

京都府ＰＴＡ協議会 家庭教育委員長　天野　俊宏

(兼日本PTA全国協議会・文部科学省共催三行詩募集第一次選考)
１．主　催　京都府PTA協議会
２．後　援　京都府教育委員会
３．趣　旨
　（１）家庭教育・命の大切さをテーマとした「三行詩」の募集を通じて、子育
　　ての楽しさを啓発する。
　（２）「楽しい子育て全国キャンベーン～家庭で話そう!我が家のルール・家族
　　のきずな・命の大切さ～三行詩募集」（公益社団法人日本PTA全国協議会　
　　・文部科学省共催）への推薦作品を選考する。
４．募集対象・部門
　（１）府内の公立学校に在籍する小学生・中学生及びその家族・教職員
　（２）部門…①小学生の部 ②中学生の部 ③一般（保護者・家族・教職員）の部
５．募集の方法
　（１）郡市連PTA事務局より、単位PTAに案内を送付し、増し刷りと各家庭へ
　　　の配布を依頼する。
　（２）府PTAホームページにて周知する。
６．募集作品
　（１）「我が家のルール」「家族のきずな」「命の大切さ」等のテーマに沿っ
　　　た三行程度の短い詩。
７．応募方法
　　配布する応募用紙に必要事項を記入して、単位PTAの教頭先生に提出→郡市
　連PTA事務局に提出→府PTA事務局に提出。
８．募集期間
　　平成２７年７月１日（水）～平成２７年９月７日（月）
９．選　考
　（１）選考委員会（府教委社会教育主事、府PTA役員・理事）で選考する。
　（２）選考数…各部門から、各５点
10．選考基準
　　京都府教育委員会教育長賞…各部門各１点
　　京都府PTA協議会会長賞…　〃　各１点
　　京都府PTA協議会奨励賞…　〃　各３点
　　「テーマ」をよく表し、心に響く「三行詩」であるか。
11．発表並びに表彰
　（１）入選作品の発表は、府PTAホームページ上で行う。
　（２）入選作品は、「府PTAだより」２４号（来春発行）に掲載する。
　（３）表彰式を２月１３日（土）に亀岡市で行い、賞状と記念品を贈る。
12．日P三行詩応募への推薦
　　府PTA入選作品を、日P三行詩募集への推薦作品とする。
13．その他
　（１）入選作品は、啓発カレンダー等に活用する。
　（２）日P三行詩募集との関係から、９月１０日迄の応募も受け付ける。


